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【会員状況】(2019年11月現在）

 2009年、健康食品業界主要８団体の集まりとして

 私たちは、健康長寿社会の実現に向けて、各方面のステークホルダーと協働し、
広く健康リテラシーの向上と産業の健全な育成･振興を図ります。

 目的：消費者に健康食品を適切に提供し、その結果として業界が発展

 活動：業界の意見を集約 → 行政との協議による制度の改善
→ 業界自主基準の作成

 正会員(団体)：７団体(傘下の会員数凡そ1､000社)

 正会員(事業者)：47事業者(本年度募集開始)

 賛助会員：20組織

(一社)健康食品産業協議会 概要「健康食品」を健康長寿に役立てるために

～ 現状の問題点と健康食品産業協議会の取り組み ～

(一社)健康食品産業協議会 概要

資料９



【健康食品とは何か】

消費者の健康に役立つ食品成分を、健全な食生活の補完として提供

 「これだけ飲んでいれば健康」はあり得ない

 過不足なく栄養を摂取できる適切な食事が基本。その上で、
1) それでも栄養素が不足気味と感じる際の補給
2) 健康に良い影響が期待できる食品成分(非栄養素)をプラスオンで摂取

 医療･医薬品と連携し、健康状態やQOLの低下抑制に貢献。

【健康食品に必要な要件】
消費者の保護とベネフィット提供のために、
下記が一定の水準以上でなされていること

1. 科学的根拠に基づく適切な表示と広告

2. 安全性の担保（過剰摂取や薬との飲み合わせも含め）

3. 原料管理、製造管理、品質管理による製品レベルの保持

１．当産業協議会の考えている「健康食品」のあるべき姿
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食 品

【栄養機能食品】
・栄養成分の機能を表示
・規格基準型
・ビタミン、ミネラル

【保健機能食品】 健康への言及が可能

【特定保健用食品】
・保健の機能を表示
・個別許可型

２．健康食品の現状 ～保健機能食品と「いわゆる」健康食品～

【機能性表示食品】
・保健の機能を表示
・企業の自己責任､届出制

【｢いわゆる｣健康食品】
・法的には通常食品
・健康への言及はできない

「保健機能食品」
としての
・「エビデンス」
・「安全性」
・「品質」
を確保する義務

※製造･販売者の
責任はかなり重い

「通常食品」としての
・「品質」
の確保が必要

保健機能食品の製品形態
 加工食品
 サプリメント
 生鮮食品

法律の要求

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RA0NCnJ.VVaXkAmgGU3uV7/SIG=12h4bftrk/EXP=1441167655/**http:/sukiriponpon.com/wp-content/uploads/2015/03/tokuho.gif
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３．健康食品の課題と解決の方向性

 最大の課題：「いわゆる」健康食品で多くの問題が発生

① 誇張により消費者の誤認を招く「暗示的」広告、違法広告

② 粗悪品による健康被害の発生 例：プエラリア･ミリフィカ

③ エビデンスのない製品

 解決の方向性：保健機能食品制度に則った製品を増やし、制度の
中で適切に管理。悪質なものを淘汰

→ 広告の健全化、エビデンスや品質の確保により消費者の利益に
資する。

→ 適切な製品の提供により健康とQOLへ貢献する。
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４．産業協議会の現在の取組みと今後

 健康食品をもう一段レベルアップするための取組み
 「広告」「エビデンス」「安全性」「品質」について業界が自主的に実践
1. テーマ毎に分科会、審査会などを開催

2. 広告指針、エビデンス指針の作成 (消費者庁と作業中(機能性表示食品))

3. 公正競争規約の導入のための準備

エビデンス向上
分科会

原材料･製品の
製造･品質分科会

有効性データ
と表示のあり
方分科会

ガイドライン
分科会

食薬区分
分科会

ビタミン
・ミネラル
分科会

広告自主基準
作成分科会

広告審査会
（日本健康･栄養食品協会）

（特定保健用食品稼働中、
機能性表示食品を本年度スタート）

（機能性表示食品の
広告自主基準作成済）

（各種品質基準作成中）「機能性表示食品研究レビュー
作成上の留意点」作成終了

（その他の分科会）

業界の問題解決に真摯に努力
→ 「健康食品」に対する信頼性の向上
→ 次世代ヘルスケア産業の発展に寄与

 今後力を入れるべき取組み

 消費者啓発(正しい食生活、健康食品の使い方等)、それを担う人材の育成
 新技術･評価手法、IT関連技術の業界への導入

 国･ヘルスケア関係者･関係業界と連携して推進したい


